
平成２２年度 ＪＩＳ Ｚ ３８０１（手アーク溶接）による 

溶接技能者評価試験及び受験準備講習会案内 
一般社団法人神奈川県溶接協会 

 

（社）神奈川県溶接協会は標記試験及び講習会を実施いたします。この試験は、日本工業規格（ＪＩＳ）に基づいて実

施されている溶接技術資格です。アーク溶接の作業に携わる方はこの資格を取得されるようおすすめいたします。国際的

な品質保証（ＩＳＯ ９０００ｓ）や、ＰＬ法（製造物責任）対策としても品質の向上は欠かせません。溶接技術の向上

を目指してたくさんの方々がご参加下さいますようご案内申し上げます。 

試験の内容については裏面をご覧ください。 
 

学科講習会 
１．期   日 

２０１０年 ２月 １日（月）午前９時より午後４時３０分 

２０１０年 ４月 ２日（金）午前９時より午後４時３０分 

２０１０年 ６月 ２日（水）午前９時より午後４時３０分 

２０１０年 ７月 ６日（火）午前９時より午後４時３０分 

２０１０年１０月 １日（金）午前９時より午後４時３０分 

２０１０年１１月 ２日（火）午前９時より午後４時３０分 

２０１１年 ２月 ２日（水）午前９時より午後４時３０分 

上記の予定は都合により、変更する場合もあります。 
 

２．会   場     川崎市川崎区本町２－１１－１９ （財）日本溶接技術センター 
 

３．受 講 料  一般１１，５５０円 溶接協会会員 ８，４００円 

（上記の料金にはテキスト代・消費税が含まれています） 

   受講料振込みの場合 

横浜銀行川崎支店 普通預金 2200225 （社）神奈川県溶接協会 
 

４．申込み方法及び申込み先 

下記申込書により受講料を添えて持参又はご郵送ください。 

川崎市川崎区本町２－１１－１９ （社）神奈川県溶接協会 

� ０４４－２３３－８３６７   ＦＡＸ ０４４－２４６－５２６５ 

E-mail : wes-kana@aioros.ocn.ne.jp   
 

５．実技講習会 

毎週月曜日に実技の練習を実施していますので、ご希望の場合には別に案内書などを請求してください。 

６．評 価 試 験 

＊試験の日程・申込み方法などは別に案内書がありますので、希望の方はお知らせください。 

＊試験の申込書はＦＡＸ又は電話でご連絡ください。お送りします。 

＊試験料金は別に定められています。お問い合わせください。 

 試験料金・試験日程はホ-ムペ-ジで見られます。ｱﾄﾞﾚｽ http://www.jwes-kanagawa.jp/ 

＊試験日には手アーク溶接のほかに半自動溶接、ステンレス鋼溶接等も実施しています。 
   
 
 

ＪＩＳ Ｚ ３８０１ 手アーク溶接技能者評価試験受験準備講習会申込書 

受講希望日 受講者名 受講希望日 受講者名 

月  日  月  日  

月  日  月  日  

月  日  月  日  

 

会社名 

住 所（〒） 

 

担当者 

電 話 

振込みの場合、予定日を 

記入してください。 

  月  日 振込み予定 

金額 

き   り   と   り 



ＪＩＳ Ｚ ３８０１ 手アーク溶接の実技試験内容及び資格を現す記号を下記に簡単に示します。 

 

試験材 資格と記号       溶接方法 試験材寸法  mm 

薄板（裏当て金なし） 基本級 Ｎ－１Ｆ   下向き（板）突き合わせ溶接 

専門級 Ｎ－１Ｖ   立向き   〃 

専門級 Ｎ－１Ｈ   横向き   〃 

専門級 Ｎ－１Ｏ   上向き   〃 

専門級 Ｎ－１Ｐ   パイプ（管）〃 １００Ａ 

板の厚さ ３．２mm 

１５０×１２５×２枚 

溶接方向が１５０です 

開先はＩ型又はＶ型 

中板（裏当て金あり） 基本級 Ａ－２Ｆ   下向き（板）突き合わせ溶接 

専門級 Ａ－２Ｖ   立向き   〃 

専門級 Ａ－２Ｈ   横向き   〃 

専門級 Ａ－２Ｏ   上向き   〃 

専門級 Ａ－２Ｐ   パイプ（管）〃 １５０Ａ 

板の厚さ ９mm 

１５０×１２５×２枚 

溶接方向が１５０です 

開先はＶ型 

中板（裏当て金なし） 基本級 Ｎ－２Ｆ   下向き（板）突き合わせ溶接 

専門級 Ｎ－２Ｖ   立向き   〃 

専門級 Ｎ－２Ｈ   横向き   〃 

専門級 Ｎ－２Ｏ   上向き   〃 

専門級 Ｎ－２Ｐ   パイプ（管）〃 １５０Ａ 

板の厚さ ９mm 

１５０×１２５×２枚 

溶接方向が１５０です 

開先はＶ型 

厚板（裏当て金あり） 基本級 Ａ－３Ｆ   下向き（板）突き合わせ溶接 

専門級 Ａ－３Ｖ   立向き   〃 

専門級 Ａ－３Ｈ   横向き   〃 

専門級 Ａ－３Ｏ   上向き   〃 

専門級 Ａ－３Ｐ   パイプ（管）〃 

板の厚さ １９mm 

１５０×１２５×２枚 

溶接方向が１５０です 

開先はＶ型 

厚板（裏当て金なし） 基本級 Ｎ－３Ｆ   下向き（板）突き合わせ溶接 

専門級 Ｎ－３Ｖ   立向き   〃 

専門級 Ｎ－３Ｈ   横向き   〃 

専門級 Ｎ－３Ｏ   上向き   〃 

専門級 Ｎ－３Ｐ   パイプ（管）〃 

板の厚さ １９mm 

１５０×１２５×２枚 

溶接方向が１５０です 

開先はＶ型 

全層ティグ溶接 

薄板（裏当て金なし） 

基本級 Ｔ－１Ｆ   下向き（板）突き合わせ溶接 

専門級 Ｔ－１Ｖ   立向き   〃 

専門級 Ｔ－１Ｈ   横向き   〃 

専門級 Ｔ－１Ｏ   上向き   〃 

専門級 Ｔ－１Ｐ   パイプ（管）〃 １００Ａ 

板の厚さ ３．２mm 

１５０×１２５×２枚 

溶接方向が１５０です 

開先はＩ型又はＶ型 

組み合わせ溶接 

１～３層ティグ溶接 

その後手溶接 

中板（裏当て金なし） 

基本級 Ｃ－２Ｆ   下向き（板）突き合わせ溶接 

専門級 Ｃ－２Ｖ   立向き   〃 

専門級 Ｃ－２Ｈ   横向き   〃 

専門級 Ｃ－２Ｏ   上向き   〃 

専門級 Ｃ－２Ｐ   パイプ（管）〃 １５０Ａ 

板の厚さ ９mm 

１５０×１２５×２枚 

溶接方向が１５０です 

開先はＶ型 

組み合わせ溶接 

１～３層ティグ溶接 

その後手溶接 

厚板（裏当て金なし） 

基本級 Ｃ－３Ｆ   下向き（板）突き合わせ溶接 

専門級 Ｃ－３Ｖ   立向き   〃 

専門級 Ｃ－３Ｈ   横向き   〃 

専門級 Ｃ－３Ｏ   上向き   〃 

専門級 Ｃ－３Ｐ   パイプ（管）〃 

板の厚さ １９mm 

１５０×１２５×２枚 

溶接方向が１５０です 

開先はＶ型 

１Ｆ・２Ｆ・３Ｆの記号の資格は基本級といいます。最初はこの資格を取得してください。その後、専門級が受けられます。 

学科試験：はじめてこの試験を受ける場合は学科試験があります。講習会を受けてから受験されますようおすすめいたします。 

受験資格：基本級の試験は、１か月の経験者で１５才以上、専門級の試験は、３か月の経験者で１５才以上です。 

 

試験材の見取り図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 板の溶接姿勢 図２ 管の溶接姿勢 
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